
　太陽の光を反射してキラキラと輝

く穏やかな飛騨川で、川辺中学校1
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決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
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今
、
子
ど
も
へ
の
虐
待
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
虐
待
は
子
ど
も
の
心
と
体
に
大
き
な
傷
を
残
す

だ
け
で
な
く
、
時
に
は
子
ど
も
を
死
に
至
ら
し
め
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
子
ど
も
の
虐
待
に
つ
い
て

考
え
ま
す
。
 

増
え
て
い
ま
す
　
虐
待
相
談
件
数
 

　
相
談
件
数
の
増
加
が
示
す
よ
う
に
、
子
ど

も
の
虐
待
は
決
し
て
特
別
な
出
来
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
人
に

起
こ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
の
で
す
。
 

子どもへの虐待に 4 つのタイプ  

心理的虐待（無視や言葉の暴力） 
　ひどい言葉や態度で子どもの心に不安や恐怖を感じさせ、心
に傷を負わせることです。表情が乏しく元気がない・意欲が乏
しく集中できない・食欲が進まないなどのうつ状態、抜毛・激
しい爪噛みなど精神症状が現れます。（例）「生まなければよ
かった」「死んでしまえ」などの言葉、おびえるほどの叱責、
子どもを無視、兄弟間での差別など 

身体的虐待（暴力やせっかん） 
　身体に傷を負わせたり、苦痛を与えたり、生命に危険のある
ような行為をすることです。後遺症を残したり、死に至ったり
することもあります。（例）殴る、蹴る、投げ落とす、冬に戸
外に締め出すなど 

性的虐待（わいせつ行為の対象にする） 
　性的ないたずらをしたり、子どもにわいせつな行為をさせた
りすることです。異性への極端な嫌悪感を植え付けるなど、子
どもの心や体に大きな傷を残します。（例）身体にいたずらを
する、わいせつな写真やビデオに撮る、成人向けのビデオや雑
誌を見せるなど 

ネグレクト（世話をせず放置、養育を拒否） 
　適切な衣食住の世話をせずに放置したり、子どもの危険につ
いて無関心などの行為をいいます。発育の遅れや栄養失調、脱
水症などを起こします。（例）食事を与えない、入浴をさせな
い、登校をさせない、家に閉じ込める、家に入れない、乳幼児
を車に放っておくなど 
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資料：厚生労働省 
「社会福祉行政業務報告結果の概要」より 
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早
期
発
見
に
 

　
　
　
　
努
め
て
い
ま
す
 

　
保
健
師
、
保
育
士
、
学
校
の
教

職
員
、
医
師
な
ど
虐
待
を
発
見
し

や
す
い
立
場
に
あ
る
人
は
、
早
期

発
見
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
設

け
て
、
虐
待
に
至
る
ま
で
に
保
護

者
の
話
し
相
手
に
な
る
な
ど
未
然

防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。
 

 早
期
発
見
の
た
め
に
 

　
子
ど
も
虐
待
に
は
ど
ん
な
場
合

に
も
不
自
然
な
こ
と
が
つ
き
も
の

で
す
。
何
と
な
く
変
だ
な
？
と
感

じ
た
ら
虐
待
の
存
在
を
疑
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。
虐
待
を
し
て
し
ま
う

親
も
受
け
て
い
る
子
ど
も
も
、
本

当
は
助
け
を
求
め
て
い
ま
す
。
親

や
子
ど
も
の
サ
イ
ン
に
気
づ
い
た

ら
、
回
り
の
誰
か
に
相
談
し
ま
し

ょ
う
。
 

子
ど
も
の
サ
イ
ン
 

・
不
自
然
な
外
傷
（
あ
ざ
、
打
 

　
撲
、
火
傷
な
ど
）
が
み
ら
れ

　
る
。
 

・
表
情
が
乏
し
い（
無
表
情
、凍

　
て
つ
い
た
凝
視
）。
 

・
態
度
が
お
ど
お
ど
し
て
い
る
。
 

・
誰
か
れ
な
く
よ
く
甘
え
て
、警

　
戒
心
が
薄
い
。
 

・
親
の
顔
色
を
う
か
が
っ
た
り
、

　
親
を
避
け
よ
う
と
す
る
。
 

・
落
ち
着
き
が
な
く
乱
暴
で
あ

　
る
。
 

・
髪
の
毛
や
手
足
な
ど
極
端
に

　
不
潔
で
あ
る
。
 

・
衣
服
が
汚
れ
て
い
た
り
、
季

　
節
に
合
わ
な
か
っ
た
り
す
る
。
 

・
食
事
に
対
し
て
異
常
な
執
着

　
を
示
す
。
 

・
夜
遅
く
ま
で
遊
ん
で
い
た
り
、

　
家
に
帰
り
た
が
ら
な
い
。
 

・
栄
養
障
害
や
発
達
の
遅
れ
が

　
あ
る
（
低
身
長
、
低
体
重
）。
 

親
の
サ
イ
ン
 

・
子
ど
も
の
怪
我
や
傷
あ
と
に

　
つ
い
て
の
説
明
が
不
自
然
で

　
あ
る
。
 

・
子
育
て
に
疲
れ
、
い
つ
も
イ

　
ラ
イ
ラ
し
て
子
ど
も
に
当
り

　
散
ら
し
、
子
育
て
に
関
し
て

　
拒
否
的
な
発
言
を
す
る
。
 

・
発
達
に
そ
ぐ
わ
な
い
厳
し
い

　
躾
や
叱
責
を
し
、
子
ど
も
を

　
威
嚇
し
て
い
る
。
 

・
食
事
、
衣
類
、
寝
具
な
ど
へ

　
の
準
備
や
配
慮
が
な
さ
れ
て

　
い
な
い
。
 

・
必
要
な
検
診
や
医
療
、
あ
る

　
い
は
教
育
な
ど
を
受
け
さ
せ

　
て
い
な
い
。
 

・
子
ど
も
に
関
し
て
言
っ
て
い

　
る
事
が
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
る
。
 

　昔は、地域の方々や同居の祖父

母など、周囲の皆さんと助け合っ

て生活する中で、自然に子育ての

方法も学びながら、子どもを育て

る事ができました。 

　しかし、現在は地域のつながり

も薄くなり、また核家族も増え、

一人で悩みを抱えながら子育てを

される姿が、多く見受けられます。 

　川辺町では、子育て支援センタ

ー・児童館・各保育所・保健セン

ター・教育委員会などで、地域の

方とのふれあいや、子育て仲間づ

くりのお手伝い、また相談事業な

どを行なっています。 

　子育ての悩みは、ほんの数分話

すだけで、気持ちが楽になる事も

あります。まずは、子育て支援の

窓口『子育て支援センター』へ、

気軽にお電話ください。 

川辺町子育て支援センター 

TEL 53－ 4388

虐
待
を
さ
れ
て
い
る
 

　
子
ど
も
を
見
か
け
た
ら
…
…
 

虐
待
の
通
告
義
務
 

　
児
童
虐
待
の
防
止
に
関
す
る
法

律
で
は
、
虐
待
な
ど
を
見
つ
け
た

人
は
誰
で
も
福
祉
事
務
所
や
、
児

童
相
談
所
へ
通
告
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の

地
域
で
は
、
中
濃
地
域
福
祉
事
務

所
や
中
濃
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
 

 迷
わ
ず
連
絡
を
 

　
「
よ
そ
の
家
庭
の
こ
と
だ
か
ら
」

「
恨
ま
れ
な
い
か
」
「
面
倒
に
巻

き
込
ま
れ
る
の
は
い
や
」
と
い
っ

た
た
め
ら
い
か
ら
、
通
告
が
遅
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
子

ど
も
の
虐
待
は
、
本
来
保
護
し
て

く
れ
る
は
ず
の
養
育
者
か
ら
受
け

る
た
め
、
子
ど
も
は
他
に
逃
げ
道

が
な
い
こ
と
や
、「
躾
で
あ
る
」

と
親
権
を
主
張
す
る
場
合
が
あ
る

こ
と
、
家
庭
と
い
う
密
室
で
行
わ

れ
る
こ
と
か
ら
、
発
見
が
困
難
で

あ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
虐
待
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
を
保
護
す
る
の

は
社
会
全
体
の
責
任
で
す
。
 

 秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
 

　
連
絡
が
間
違
っ
て
い
て
も
、
通

告
し
た
人
が
責
め
ら
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
通
告
者
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。
 

ひとりで悩みを　 
抱え込まないでネ！ 

虐待を疑ったら、 
まず連絡してください。 

みなさんの少しの勇気が 
子どもを守ります 

川辺町保健センター　TEL53-2511 

中濃地域福祉事務所　TEL25-3111 

中濃子ども相談センター　TEL25-3111 

し
つ
け
　
　
し
っ
せ
き
 

い

か
く
 

し
つ
け
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川
辺
町
木
造
住
宅
耐
震
診
断
補
助
事
業
 

川
辺
町
木
造
住
宅
耐
震
補
強
工
事
費
補
助
金
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

 

　地震災害で最も恐ろしいのは、建物の倒壊です。災害か　地震災害で最も恐ろしいのは、建物の倒壊です。災害から生ら生

命や財産を守るためには、自分の家の耐震性を確認してお命や財産を守るためには、自分の家の耐震性を確認しておくこくこ

とが大切です。川辺町では、地震に強い安全なまちづくりとが大切です。川辺町では、地震に強い安全なまちづくりを進を進

めるために、耐震診断、耐震補強工事に対する助成などをめるために、耐震診断、耐震補強工事に対する助成などを行っ行っ

ています。ています。 

　あなたも家族の命を守るために、自宅の耐震診断を受け　あなたも家族の命を守るために、自宅の耐震診断を受けてみてみ

ませんか。ませんか。 

    　
平
成
７
年
に
発
生
し
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
時
、
建
物
等
の
直

接
被
害
に
よ
っ
て
命
を
落
と
し
た

方
の
う
ち
約
85
％
は
、
老
朽
木
造

家
屋
な
ど
の
建
物
の
倒
壊
に
よ
る

も
の
で
し
た
。
 

　
ま
た
、
今
世
紀
前
半
に
も
発
生

の
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る

東
海
地
震
・
東
南
海
地
震
に
お
い

て
、
川
辺
町
で
も
震
度
４
〜
５
強

が
予
測
さ
れ
て
お
り
、
耐
震
性
の

低
い
木
造
家
屋
で
、
壁
や
柱
が
破

損
し
た
り
傾
く
も
の
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
を
予
防
す
る
た
め
に
、
町

で
は
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

建
て
ら
れ
た
木
造
家
屋
を
対
象
に

耐
震
診
断
及
び
耐
震
補
強
工
事
の

助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

    　
耐
震
診
断
で
は
、
建
築
士
事
務

所
に
支
払
う
診
断
料
金
３
万
円
の

う
ち
、
２
万
円
を
町
と
国
、
県
が

補
助
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
自
己

負
担
額
は
１
万
円
と
な
り
ま
す
。
 

　
補
助
工
事
で
は
、
こ
の
工
事
費

用
の
1/2
を
町
と
県
が
補
助
し
ま
す
。

補
助
の
対
象
限
度
額
は
１
２
０
万

円
で
補
助
額
は
最
大
で
60
万
円
ま

で
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

　
な
お
、
町
が
補
助
す
る
の
は
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
受
け
、
こ

の
診
断
で
危
険
と
判
断
さ
れ
た
お

住
ま
い
の
補
強
工
事
に
か
か
る
費

用
の
み
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
耐

震
診
断
を
受
け
ず
に
補
強
工
事
の

み
補
助
を
利
用
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
 

　
ま
ず
、
ご
自
宅
の
耐
震
診
断
を

受
け
、
現
在
の
お
住
ま
い
の
状
態

を
確
認
し
、
補
強
工
事
が
必
要
だ

と
ご
自
身
で
判
断
し
工
事
を
行
っ

た
場
合
に
の
み
、
一
定
の
条
件
で

補
強
工
事
の
補
助
事
業
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

倒
壊
を
予
防
す
る
 

た
め
に
 

補
助
事
業
の
概
要
 

　地震災害で最も恐ろしいのは、建物の倒壊です。災害から生

命や財産を守るためには、自分の家の耐震性を確認しておくこ

とが大切です。川辺町では、地震に強い安全なまちづくりを進

めるために、耐震診断、耐震補強工事に対する助成などを行っ

ています。 

　あなたも家族の命を守るために、自宅の耐震診断を受けてみ

ませんか。 

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

 

①役場基盤整備課に「耐震診断実施計画書」を提出 

②助成の対象住宅であれば「耐震診断承諾書」を交付 

③相談士が所属する建築士事務所と診断契約を締結 

④診断（調査）の実施 

⑤報告書を相談士から受理 

⑥診断料金３万円を建築士事務所へ支払 

⑦役場基盤整備課へ「助成金交付申請」を提出 

⑧助成金の交付 

耐震診断の流れ  
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次
の
要
件
を
満
た
す
住
宅
が
、

補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

 
①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

　
　
着
工
さ
れ
た
住
宅
で
、
階
数

　
　
が
２
以
下
の
も
の
 

 
②
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
べ

　
　
面
積
の
過
半
が
住
宅
の
用
に

　
　
供
さ
れ
て
い
る
も
の
 

 
③
枠
組
壁
工
法
・
丸
太
組
工
法

　
　
ま
た
は
大
臣
等
特
別
の
認
定

　
　
を
受
け
た
工
法
で
な
い
も
の
 

 
④
賃
貸
住
宅
（
共
同
・
長
屋
住

　
　
宅
）は
、診
断
に
つ
い
て
居
住

　
　
者
の
承
諾
を
得
て
い
る
も
の
 

 
⑤
そ
の
他
、
町
で
定
め
る
事
項

　
　
を
満
た
す
も
の
 

    　
対
象
と
な
る
住
宅
の
所
有
者
で
、

川
辺
町
に
住
民
登
録
さ
れ
た
個
人

の
方
に
限
り
ま
す
。
な
お
、
同
一

世
帯
者
で
、
同
一
年
度
内
に
複
数
 

     回
の
補
助
金
を
受
け
取
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
申
し
込
み
 

は
先
着
順
と
な
り
ま
す
。
対
象
戸

数
に
は
限
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し

ま
す
。
 

    　
「
岐
阜
県
木
造
住
宅
耐
震
相
談

士
」
が
、
「
岐
阜
県
木
造
住
宅
耐

震
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
い

て
実
施
す
る
「
耐
震
診
断
」
に
限

り
ま
す
。
 

　
相
談
士
と
は
、
県
内
の
建
築
士

事
務
所
に
所
属
す
る
建
築
士
で
県

が
主
催
す
る
「
木
造
住
宅
耐
震
相

談
士
養
成
講
習
」
を
受
講
し
た
者

を
、
県
知
事
が
登
録
（
約
３
３
０

名
）
し
た
も
の
で
す
。
 

　
相
談
士
は
、
町
民
か
ら
の
依
頼

を
受
け
「
業
務
」
と
し
て
診
断
を

実
施
し
ま
す
。
 

　
診
断
以
外
の
「
耐
震
補
強
計

画
」
や
「
補
強
設
計
」
等
は
助
成

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
 

       　
次
の
要
件
を
満
た
す
住
宅
が
、

補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

　
「
岐
阜
県
木
造
住
宅
耐
震
相
談

士
」
が
、
「
岐
阜
県
木
造
住
宅
耐

震
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
い

て
実
施
し
た
「
耐
震
診
断
」
の
結

果
が
建
物
評
点
２
以
下
で
あ
っ
た

も
の
を
、
同
評
点
４
以
上
に
す
る

補
強
工
事
。
又
は
こ
れ
を
（
財
）
 

    日
本
建
築
防
災
協
会
に
よ
る
「
木

造
住
宅
の
精
密
診
断
と
補
強
方

法
」
に
よ
る
総
合
評
点
を
１
以
上

と
す
る
耐
震
補
強
工
事
。
 

　
そ
の
他
、
町
が
定
め
る
基
準
に

適
合
す
る
も
の
で
す
。
 

 ※
補
助
対
象
工
事
は
、
耐
震
補
強

工
事
部
分
に
の
み
に
限
定
さ
れ
て

お
り
、
同
時
に
行
わ
れ
る
補
強
工

事
部
分
と
は
異
な
る
改
修
工
事
費

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
 

川
辺
町
木
造
住
宅
 

 
 
耐
震
診
断
補
助
事
業
 

対
象
と
な
る
住
宅
 

助
成
を
受
け
る
こ
と
 

が
で
き
る
方
 

助
成
の
対
象
と
な
る
 

耐
震
診
断
 

川
辺
町
木
造
住
宅
 

 
　
耐
震
補
強
工
事
費
補
助
金
 

助
成
の
対
象
と
な
る
 

耐
震
補
強
工
事
 

【問い合わせ先】 

役場基盤整備課　TEL53－2511（内線233）  

 

木造住宅耐震診断の負担割合 
 

木造住宅耐震補強工事の負担割合 
 

補助を受ける場合の負担割合 
　　　　　　　　　　（補助対象限度額３万円） 

 国  

 県  

補助額 
（国：1/3） 

10,000円 
 

補助額 
（県：1/6）  

5,000円 

 耐震診断を受ける方 

川辺町（補助事業者） 

補助額 
（町：1/6） 

5,000円 

補助 

補助を受ける場合の負担割合 
                            （補助対象限度額120万円） 

 県  

補助額 
（県：1/4） 

最大30万円 

 補強工事を実施するもの 

川辺町（補助事業者） 

補助額 
（町：1/4） 

最大30万円 

補助額最大60万円  
残額自己負担 

補助額最大20,000円  
残額自己負担 



寄附・寄贈  

◎
寄
附
・
寄
贈 

―
あ
り
が
と
う
 

　
　
ご
ざ
い
ま
す
―
 

　
社
会
福
祉
等
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
と
、
寄
附
・
寄
贈
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

 《
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
へ
》 

 

大
脇
カ
ラ
オ
ケ
教
室
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
　
様 

…
…
…
…
…
２
２
，
６
２
６
円  

 

美
濃
加
茂
市
社
会
福
祉
協
力
会
　
様

…
…
…
…
…
３
０
，
０
０
０
円 

 

天
理
教
東
濃
大
教
会
　
様 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
古
切
手  

 

佐
伯
松
美
　
様 

…
…
…
…
…
…
ビ
ー
ズ
手
芸
品 

  

木
村
　
勇
　
様 

…
…
…
…
竹
と
ん
ぼ
た
く
さ
ん 
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地震から我が家、我が身を守ります！ 

中国の研修生が座禅を体験 

　いつ起こるか 

予測がつかない大型 

地震に備え、女性の会の

メンバー約50名が中央公

民館で防災訓練を行いま

した。当日は可茂消防川

辺出張所から5名の消防

士を講師役として迎え、

講習から訓練に至るまで

丁寧に指導をしていただきました。講習では「家庭で出来る地震対策」とい

う内容で身近な地震対策法を、訓練では駐車場で倒壊した家屋から実際に人

を救出する方法を学びました。 

 

　 

　中国からの企業研修生17名が、金昌寺（上川辺）で座禅を体験し、

日本の文化に触れました。研修生らは東海四県の各企業で3年間、技

術を学ぶこととなっており、今回の座禅体験は中小企業振興協同組合

が主催となり、研修生に日本文化を肌で感じてもらおうと実施された

ものです。研修生らは「日本で苦しいことや困ったことがあって心が

乱れたときに、平常心を取り戻す方法を学べた」と語ってくれました。 
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　日頃の活動の成果を発表する川辺町文化協会の「春の文化祭」が、

中央公民館で開催されました。展示部、華道部、文芸部の作品展示場

では、優れた作品を前に足を止め、熱心に見入っている人々の姿があ

りました。また、芸能部による歌、踊り、ハーモニカなどの発表も、

多くの観客で賑わいを見せました。玄関ホールでは茶道部によるお茶

の無料サービスもあり、会場をさらに盛り上げていました。 

　川辺中学校2年生（116名）を対象とした 

「立志のつどい」が、乗鞍青年の家（高山市）で 

行われました。この行事は 25年前から行われている恒例の行事で、

江戸時代の男子が14歳前後で行った「元服」の儀式にちなんで、14

歳という歳を迎えるこの時期に行われています。生徒らは友情を深め、

責任感を持ち、次世代を担う人間として誇りを持って生きていくこと

を誓い、ろうそくに火を灯しました。 

立志のつどい 

川辺町文化協会「春の文化祭」 

「森の名手・名人」に認定 
 

「御樋代木」奉迎送 
 

高齢者学級・女性学級合同開級式 

　平成17年度高齢者学級・女性学級合同開級式が中央公民館ホール

で開催されました。当日は「いのちの真実をみつめて」という演題で、

岐阜聖徳学園大学教授の譲西賢氏による基調講演が行われました。

笑いを交えた聞きやすい講演に、参加した学級生らの表情も明るく、

話しに引き込まれているようでした。 

　伊勢神宮（三重県）の社殿を20年に一度造り替え、神々を移す「式

年遷宮」に向け、ご神体を納める神聖な器に使う木材（御樋代木）が

町内に入り、多くの人が奉迎送を行いました。この御樋代木は「ご神

木」と呼ばれ、中津川市加子母で伐り出され、奉迎送を受けながら三

重県桑名市へ奉搬されました。 

　このほど、横田俊光さん（鹿塩）が、下呂市萩原町で開催された

第36回岐阜県みどりの祭りにおいて、（社）国土緑化推進機構から「森

の名手・名人」として認定されました。横田さんは30年以上にわた

り原木椎茸栽培に携わっており、オレゴン州での研修の経験を活か

して、年間を通じた椎茸の安定生産、省コスト化に努めています。 
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短 
歌 

俳 
句 

掌
の
上
の
種
に
声
か
け
播
か
ん
と
す
 

　
土
と
無
言
の
語
ら
い
の
中
　
　
　
　
　
　
横
山
　
寿
子
 

緑
風
を
孕
み
て
鯉
の
翻
る
 

　
空
の
彼
方
に
戦
あ
り
と
は
　
　
　
　
　
　
岩
井
三
千
代
 

剪
定
の
誤
り
な
る
か
紅
梅
は
 

　
芽
吹
く
力
の
な
き
ま
ま
過
ぐ
る
　
　
　
　
山
田
　
君
子
 

信
号
機
黒
き
ビ
ニ
ー
ル
に
覆
わ
れ
て
 

　
リ
ス
ト
ラ
線
路
に
つ
ん
立
ち
て
を
り
　
　
遠
藤
　
正
枝
 

安
ら
か
に
生
き
る
歓
び
抱
き
つ
つ
 

　
さ
ざ
波
き
ら
ら
な
ダ
ム
の
辺
歩
む
　
　
　
渡
辺
　
節
夫
 

む
ら
さ
き
に
林
を
染
め
て
か
た
く
り
の
 

　
群
生
地
は
今
春
を
謳
へ
り
　
　
　
　
　
　
長
瀬
　
宗
子
 

王
と
い
う
冠
を
載
き
牡
丹
花
 

　
精
い
っ
ぱ
い
に
咲
く
白
・
紅
の
艶
　
　
　
山
田
　
志
ま
 

が
や
が
や
と
遠
足
の
列
遠
ざ
か
り
 

　
う
ら
ら
な
陽
の
中
リ
ッ
ク
サ
ッ
ク
踊
る
　
赤
坂
富
美
子
 

コ
ッ
プ
酒
飲
み
て
語
ら
う
人
の
背
を
 

　
親
し
み
て
見
る
夕
暮
れ
の
街
　
　
　
　
　
紅
谷
　
　
茂
 

シ
ク
ラ
メ
ン
今
が
青
春
の
顔
を
し
て
 

　
五
月
に
入
り
て
も
主
役
譲
ら
ず
　
　
　
　
肥
田
　
節
子
 

若
葉
風
い
つ
し
か
春
を
奪
ひ
し
め
 

　
柿
の
下
枝
に
雨
蛙
な
く
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
久
美
 

掃
除
す
る
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
吹
く
介
護
す
る
 

　
ロ
ボ
ッ
ト
は
そ
し
て
戦
場
へ
征
く
　
　
　
垣
下
　
博
子
 

郭
公
の
声
を
間
近
に
木
曽
高
原
　
　
　
　
　
纐
纈
　
年
夫 

茎
細
き
矢
車
草
に
雨
烈
し
　
　
　
　
　
　
　
青
山
　
初
代 

炎
天
下
御
神
木
待
つ
旗
の
波
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
武
子 

草
の
実
の
笛
吹
け
ば
人
振
り
返
り
　
　
　
　
渡
辺
　
紀
子 

薫
風
や
白
杖
の
人
那
須
岳
を
ゆ
く
　
　
　
　
佐
伯
美
千
代 

独
り
居
の
苺
ミ
ル
ク
の
大
き
匙
　
　
　
　
　
名
倉
　
晃
子 

初
鰹
父
の
目
尻
の
皺
深
し
　
　
　
　
　
　
　
寺
田
　
島
子 

雨の日の安全運転  
 

夏の交通安全県民運動　7月11日（月）～20日（水） 
 【問い合わせ先】役場経営管理課　TEL 53－2511（内線213） 

　雨の日には、どうしても、ドライバー、歩行者ともに晴天時とは違う気持ちが強くはたらき、心理・

行動面に微妙な変化をもたらします。そのため、晴天時には決してとらないような行動をとることがあ

ります。例えば、ドライバーは、屋根のあるところまで車を着けようとしたり、降車して確認すること

なくバックしたりすることがあります。また、歩行者や自転車利用者も赤信号で道路を渡ったり、後方

を確認せず道路を急に渡ったりするなど、危険な行動をとることがあります。このように、雨はドライ

バーや歩行者、自転車利用者に微妙な心理・行動面の変化をもたらし、それが思わぬ事故につながって

います。 

　ドライバーは歩行者や自転車利用者の心理・行動を考え、安全運転を心がけましょう。 

＊ドライバーの心理・行動 
　雨が降ると、渋滞が自然に発生します。ドライバーは、ハンドルを握ると本能的に急ぎの心理が生ま

れるといわれています。雨で渋滞しているときには、少しでも早く目的地に着きたいという急ぎの心理

が一段と高まるようです。雨の日は、渋滞気味になることを頭に入れて、いつもより早めに出発するこ

とをおすすめします。また、「濡れたくない」という心理がはたらき、降車しての安全確認を怠りがち

です。雨だからこそ安全確認するクセをつけるように心がけましょう。 

＊歩行者・自転車利用者の心理・行動   
　歩行者や自転車利用者は、雨に濡れたくないため、車に対する注意が散漫になります。 

・水たまりを避けようとして道路の中央寄りに出てくる 

・傘さし自転車は、後ろを振り向くのを面倒がり、いきなり道路を横断 

　し始めることがある 

・傘さし自転車は、片手運転となることから、非常に不安定で、路面の 

　状態によっては簡単にバランスを崩してしまう 

・歩行者は、傘が視界をさえぎるため、後方の安全確認が面倒になる 

・視界が狭く、視線が下向きがちになる。雨の強いときには、なお一層 

　その傾向が強い 

雨の日の安全運転  
 

夏の交通安全県民運動　7月11日（月）～20日（水） 
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保健センターだより  お め で た  

　 　 お く や み  

5月中の届け出 

＊本人及び届け出を出された方の希望に
より掲載しています。〔掲載を希望され
る方は、届け出（戸籍届出・証明書請求
など）の際に住民課窓口に申し出くださ
い。〕 
＊敬称略 

　　　　　　　　　しょうこ 
上川辺　　柴　田　翔　子　　竜　也　女 

　　　　　　　　　 なおき  
石　神　　志　知　尚　季　　利　彦　男 

　　　　　　　　　 あおね  
石　神　　木　村　蒼　音　　敦　朗　女 

　　　　　　　　　 み　お 
下川辺　　笹　俣　美　桜　　成　人　女 

　　　　　　　　　 はると  
比久見　　肥　田　春　渡　　　聡　　男 

　　　　　　　　　 はると  
下吉田　　中　村　春　斗　　雅　幸　男 

（左から地区・死亡者・年齢・性別・世帯主の順） 

 石　神　石井　苗子　77歳　女　大　輔 

中川辺　井上　長吉　79歳　男　本　人 

西栃井　橋本　秋雄　95歳　男　一　夫 

西栃井　池田　承徹　70歳　男　本　人 

鹿　塩　加藤はなゑ　84歳　女　宏　幸 

比久見　山田壽美子　78歳　女　和　夫 

下吉田　馬場　はる　70歳　女　丈　夫 

狂 
俳 

野
菊
　
　
　
や
さ
し
い
花
が
し
お
ら
し
い
　
井
戸
　
墨
水
 

月
影
　
　
　
ヘ
チ
マ
の
棚
が
縁
に
這
う
　
　
道
家
　
　
梓
 

小
春
　
　
　
軒
の
芋
柿
皺
増
や
す
　
　
　
　
水
野
　
雫
女
 

立
夏
　
　
　
素
足
に
土
の
香
滲
じ
む
　
　
　
小
沢
　
知
美
 

大
鳥
居
　
　
歴
史
を
秘
め
て
汐
に
浮
く
　
　
栗
山
　
里
絵
 

月
影
　
　
　
そ
ぞ
ろ
歩
き
の
浜
照
ら
す
　
　
川
崎
　
宏
正
 

焦
が
す
胸
　
胸
に
刻
ん
だ
人
消
え
ぬ
　
　
　
小
栗
　
桑
梓
 

月
影
　
　
　
庭
の
す
ね
松
備
後
這
う
　
　
　
井
戸
　
鹿
笛
 

雪
の
社
頭
　
け
が
れ
を
払
っ
た
宮
清
い
　
　
加
藤
　
爽
月
 

ど
め
っ
そ
う
　
話
の
中
味
に
蹴
躓
づ
く
　
　
　
山
田
　
与
光
 

立
夏
　
　
　
薫
風
爽
や
か
に
頬
撫
で
る
　
　
片
桐
　
桐
花
 

庵
の
月
　
　
良
夜
を
誉
で
て
句
に
栞
る
　
　
日
下
部
雅
苑
 

大
鳥
居
　
　
安
芸
の
宮
島
海
に
浮
く
　
　
　
木
下
　
静
志
 

月
影
　
　
　
障
子
に
松
の
絵
が
覗
く
　
　
　
肥
田
　
良
仙
 

大
鳥
居
　
　
代
々
木
の
森
に
御
代
栄
ゆ
　
　
山
田
　
美
 

夏
に
入
る
娘
を
看
し
日
々
の
消
え
ぬ
ま
ま
　
土
屋
　
正
子 

太
宰
の
忌
ワ
イ
ン
の
コ
ル
ク
半
欠
け
に
　
　
山
田
　
文
子 

二
番
茶
の
枝
葉
も
混
じ
る
荒
筵
　
　
　
　
　
井
戸
　
章
裕 

宅
配
で
届
き
し
里
の
朴
葉
も
ち
　
　
　
　
　
馬
場
　
清
一 

初
な
り
の
瓜
を
穫
る
妻
上
機
嫌
　
　
　
　
　
馬
場
　
孝
仁 

漆
黒
の
夜
を
匂
わ
す
栗
の
花
　
　
　
　
　
　
村
山
　
智
一 

懐
石
の
初
夏
盛
り
込
み
て
も
て
な
せ
り
　
　
若
井
　
国
光 

田
を
植
え
て
飲
む
酒
う
ま
し
唯
ね
む
し
　
　
馬
場
　
周
一 

亡 死　 

生 出　 

心の健康相談のお知らせ 

　現代社会は、ストレスの多い社会であるとメディア等をとおして
よく耳にします。実際に国の健康づくり計画（健康日本21）による
と、「最近1ヶ月間にストレスを感じたことがある」という人の割合
が54.6％もあり、多くの方が生活の中で何らかのストレスを感じて
いることがわかります。 
　下記のような心に関することで、お悩みの方やご家族等の方を対
象に心の健康相談を行います。相談は専門医師と保健師が担当し、
秘密は厳守します。相談を希望される方は、時間等を調整しますので、
必ず事前にお電話等でご連絡ください。 
　＊心の病気の悩みや心配　 
　＊認知症（痴呆症）やアルコールによる困り　 
　＊不登校・引きこもり等の対応　 
　＊人間関係等によるストレスなど 
【実 施 日】　平成17年7月26日　火曜日 
【時　　間】　午後2時以降（1組30分程度） 
【場　　所】　川辺町保健センター 
【申込方法】　川辺町保健センター、または中濃地域保健所までご連
　　　　　　絡ください。 
　　　　　　川辺町保健センター　53－2511（内線151、152） 
            　　中濃地域保健所　　　25－3111（内線361、362） 
　中濃地域保健所では、毎月第2火曜日午後2時より、専門医師と
保健師による心の相談日を開設しています。詳しくは電話でおたず
ねください。 
　また、川辺町保健センターでは、随時保健師がご相談に応じてお
りますのでご利用ください。 
【問い合わせ先】川辺町保健センター　TEL 53-2511（内線151・152） 

（左から地区・出生児・保護者・性別の順） 
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最
近
、
犯
罪
等
の
発
生
件
数
が
著
し
く
増
加
し
、

多
く
の
人
が
日
常
生
活
を
送
る
う
え
で
不
安
を
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
な
か
、
町
で
は
住
民
、

警
察
、
消
防
、
行
政
な
ど
が
一
体
と
な
っ
た
、
犯

罪
等
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

   　
犯
罪
者
は
、
人
間
関
係
が
希
薄

な
ま
ち
を
好
み
ま
す
。
ま
ち
の
雰

囲
気
も
計
算
に
入
れ
て
、
犯
行
に

移
す
か
ど
う
か
決
め
る
の
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
住
民
が
防
犯
意
識

を
高
め
、
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
「
こ
こ
で
の
犯
行
は

無
理
だ
」
と
犯
罪
者
に
思
わ
せ
る

ほ
ど
の
地
域
住
民
の
結
束
力
が
あ

れ
ば
、
犯
罪
は
自
然
と
減
っ
て
い

き
ま
す
。
「
自
分
た
ち
の
地
域
の

安
全
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い

う
気
持
ち
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
 

「
こ
こ
で
の
犯
行
は
ム
リ
だ
」
 

と
思
わ
せ
る
ま
ち
に
し
よ
う
。
 

   　
犯
罪
者
の
多
く
は
、
入
念
な
準

備
を
し
て
凶
悪
な
手
段
を
使
っ
て

き
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
頼
り
に

な
る
の
が
、
「
地
域
の
防
犯
力
」

で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
犯
罪
者
が
最

も
恐
れ
る
の
は
、
住
民
の
視
線
だ

か
ら
で
す
。
犯
罪
者
は
、
死
角
や

暗
が
り
に
潜
み
、
あ
た
か
も
自
分

の
存
在
を
消
す
か
の
よ
う
に
行
動

し
ま
す
。
も
し
、
犯
罪
者
が
身
を

潜
め
る
死
角
や
暗
が
り
が
な
か
っ

た
ら
、
多
く
の
犯
罪
は
未
然
に
防

げ
ま
す
。
地
域
住
民
が
一
致
団
結

し
て
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
「
犯
罪

は
許
さ
な
い
」
と
い
う
姿
勢
を
犯

罪
者
に
見
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

    　
住
民
に
よ
る
組
織
的
な
防
犯
活

動
が
、
結
果
的
に
は
自
分
や
家
族

の
安
全
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
防
犯
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
が
ど
う

し
て
も
必
要
で
す
。
ど
ん
な
こ
と

が
で
き
る
の
か
、
ど
ん
な
こ
と
に

取
り
組
ん
だ
ら
い
い
の
か
、
地
域

で
ぜ
ひ
話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
地
域
安
全
指
導
員
の

皆
さ
ん
や
自
治
会
、
学
校
、
警
察
、

消
防
、
事
業
者
な
ど
と
も
連
携
し
、

だ
れ
も
が
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
を
一
緒
に
つ
く
り
ま
し

ょ
う
。
 

犯
人
が
恐
れ
る
の
は
 

 
 
 
 
住
民
の
視
線
で
す
。
 

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
 

 
 
 
 
 
 
地
域
の
力
を
 

   　
７
月
は
〝
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
〞
の
強
調
月
間
で
す
。
 

 
近
年
、
少
年
に
よ
る
凶
悪
な
事

件
が
相
次
ぎ
、
ま
た
、
い
じ
め
、

不
登
校
、
引
き
こ
も
り
等
も
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
急
速
な
社
会
の
変
化
の

中
で
、
住
民
同
士
の
ふ
れ
あ
い
や

親
子
の
対
話
が
減
る
な
ど
、
地
域

社
会
や
家
庭
の
犯
罪
抑
止
力
や
教

育
力
が
低
下
し
た
こ
と
に
よ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
 

 
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
す
。
 

 
次
代
を
担
う
少
年
を
非
行
か
ら

守
り
、
非
行
に
陥
っ
た
少
年
の
社

会
復
帰
を
助
け
る
た
め
、
地
域
の

理
解
と
協
力
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ

う
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
役
場
経
営
管
理
課
　
 

 
T
E
L
53
―
２
５
１
１
 

 
（
内
線
２
１
3
）
 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
 

　
町
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

生
活
安
全
に
関
す
る
問
題
の
発

生
状
況
や
そ
の
解
決
策
等
に
つ

い
て
話
し
合
い
を
行
う
た
め
、

警
察
、
消
防
、
町
内
各
種
団
体

の
代
表
者
等
の
12
名
で
構
成
す

る
「
川
辺
町
生
活
安
全
推
進
協

議
会
」
を
設
立
し
て
い
ま
す
。
 

　
協
議
会
で
は
、
各
種
団
体
の

活
動
の
中
で
防
犯
・
防
災
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
か
を
考
え
た
り
、

団
体
間
の
情
報
を
共
有
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
に
根
付
い
た

安
全
活
動
を
把
握
し
た
り
、
そ

の
活
動
の
支
援
や
グ
ル
ー
プ
の

育
成
、
ま
た
交
番
や
消
防
と
連

携
を
強
化
し
各
地
域
で
安
全
・

安
心
に
つ
な
が
る
活
動
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
 

地
域
の
防
犯
力
 

「
川
辺
町
生
活
安
全
 

　
　
　
推
進
協
議
会
」 
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コミュニティママ子育てサポート事業 
＜サポート会員の募集！＞  

　川辺町では、子どもたちの健やかな育ちを見守り、子どもを安心して産み育てることができる環境をつくる

ことを目的として平成12年度からコミュニティママ子育てサポート事業を行っています。 

　この事業は、子育てを手伝ってほしい人（利用会員）と、子育てを手伝いたい人（サポート会員）とにより

成り立っています。 

　しかし、現在は利用会員数に比べサポート会員数が少なく、利用会員の希望に対応できにくい状況となって

います。 

　子育ての経験があり、子育てに熱意がある方でサポート会員として事業に参加できる方を募集します。  

○サポート会員の活動内容 

おおむね小学校３年生までのお子さんが対象で、次の活動を行います。 

　　　　　※保護者の急な病気や、冠婚葬祭、土・日曜、祝日の急な就労のときのお子さんの世話  

　　　　　※保育施設等へのお子さんの送迎や、保育開始前・終了後のお子さんの世話    

　　　　　※就労等の事情により、学童保育終了後又は放課後のお子さんの世話     

　　　　　※その他子育てサポート活動として認められた内容 など      

 　（注１）活動は、サポート会員の家庭で行います。       

 　（注２）お子さんの宿泊を伴う活動は行ないません。       

 　（注３）万一の事故等に備えるため、補償制度に加入しています。  

○サポート会員の活動報酬 

次の表に掲げる活動日及び活動時間帯に応じた報酬を支払います。  

○サポート事業の流れ 

※サポート会員となるためには、あらかじめ登録手続きが必要です。登録については、役場住民課までお問い

　合わせください。 

【問い合わせ先】役場住民課　TEL 53－2511（内線124） 

活　動　日 時　間　帯 報酬（1人あたり） 

平　　　　日 

土・日・祝日 

８：００～１７：００ 

上記以外 

８：００～１７：００ 

上記以外 

1時間につき  　 700円 

1時間につき  　 800円 

1時間につき  　 900円 

1時間につき  　1,000円 

（注４）サポート会員が負担した交通費又は食事代等は、利用会員が実費を負担します。 

③活動実施 

①申込み ②依頼 

④利用料支払い ⑤サポート報酬支払い 

利

用

会

員

 
 

川
　
辺
　
町
 

サ
ポ
ー
ト
会
員
 

コミュニティママ子育てサポート事業 
＜サポート会員の募集！＞  
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〈開 館 時 間〉午前の部　 9:00～12:30 

　　　　　　 午後の部　13:30～17:00 

〈休　館　日〉日曜、祝日 

〈問い合わせ先〉川辺町児童館　TEL 53－4451

〈開 館 時 間〉　9:30～11:30/12:30～16:00  
〈休　館　日〉　土・日曜日、祝日 
〈利用対象者〉　0歳～就学前までの児童とその保
　　　　　　　護者  
〈問い合わせ先〉　子育て支援センター 
　　　　　　　TEL 53－4388

☆子育て相談 

　土・日曜日、祝日を除く毎日　9:30～16:30 

　子育てに関する悩みや不安はありませんか？

お気軽にご相談下さい。お電話も、お待ちして

います。　TEL 53－4388

☆保健師による発育測定・発育相談 

　毎月1回、町保健センターの保健師が測定し

ます。お子さんの発育についての疑問・不安な

どについて、お気軽にご相談下さい。  

〈日　時〉8月22日（月）　10:00～11:00  

〈持ち物〉母子手帳、バスタオル 

☆『にこにこタイム』毎週火曜日　10:00～ 

☆『わくわくタイム』毎週金曜日　10:00～　 

　プール遊び期間（8月末まで）の、にこにこタ

イム・わくわくタイムはお休みです。 

☆遊び場の開放 

　好きな時間に、親子で自由に遊びに来て下さい。 

  ７月11日（月）から、毎日（天候の良い日

のみ）プールあそびも行っています。持ち物・

時間・約束など、詳しくは『子育て支援セン

ターだより』をご覧下さい。 

　行事のないときは常時多目的ホールを開放してい
ます。自由に来て、自由に遊んでいって下さい！ 

　図書室で静かに本を読んだり、児童クラブ室でト

ランプやオセロ、将棋などのテーブルゲームで楽し

く遊ぶことができます。友だちを誘って遊びに来て

下さい！ 

5月26日（木） 川辺町第三保育所・児童館

との『合同防災訓練』では、地震体験車によ

る地震体験と、消火訓練を行いました。 
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◆保育所・学校行事 

21日（日）　PTA奉仕作業（西小）  

　　　　　　資源回収（東小） 

25日（木）　プール参観日（第一保育所） 

30日（火）　プール参観日（第二保育所） 

◆心配ごと相談 

3日（水）　9:00～12:00　やすらぎの家  

17日（水）　9:00～12:00　やすらぎの家 

◆無料法律相談 

10日（水）　13:00～16:00　やすらぎの家 

◆ごみ収集 

2日（火）　燃えないごみ（ガラス） 

　　　　　　資源ごみ（食用空きビン） 

　　　　　　粗大ごみ（燃えるもの） 

10・11日　　蛍光管 

10・11・24・25日　ペットボトル 

12・26日　　その他プラスチック 

23日（火）　陶器類 

（都合により日時などが変更になることもあります。） 

受けていませんかDV（ドメスティック・バイオレンス） 
DVとは 

夫や恋人、同棲相手、元夫など、「親密な関係にある男性から女性に対してふるわれる暴力」を「ド

メスティック・バイオレンス」といいます。 

暴力の種類 

なぐる、けるといった身体的な暴力だけでなく、「誰のおかげで飯が食えるんだ」などと、ひどい言

葉を浴びせる言葉の暴力や、その他にも以下のような行為がＤＶに含まれます。 

暴力は犯罪行為を含む重大な人権侵害 

DVは身近な男女間の閉鎖的な関係において行われる暴力であるため、外部から発見されにくいとい

う特殊性があります。現在、配偶者や恋人から暴力を受けて悩んでいるあなた、「夫婦間の問題だか

ら」と自分で解決しようとしたり、「私も悪かったから仕方ない」とがまんしたりしていませんか。

どんな暴力であっても、暴力をふるうほうが悪いのです。また、たとえ家庭内であっても、許される

暴力はありません。 

一人で悩まず、相談機関に相談を 

まずは、勇気をだして相談窓口に相談しましょう。相談員があなたと一緒に考えてくれます。あなた

の知らなかった対応方法がきっと見つかるはずです。 

相談窓口 

　・配偶者暴力相談支援センター（岐阜県女性相談センター）　TEL 058－274－7377  

　　（電話相談）月～金 9:00～21:00／土・日・祝 9:00～17:00　（来所相談）月～金 9:00～17:00  

　・中濃地域福祉事務所（可茂総合庁舎内）　TEL 25－3111　 

　・岐阜県警察ストーカー相談110番　フリーダイヤル 0120－794－310　 

　　（電話相談）　月～金　8:30～17:00（祝祭日除く） 

　・警察安全相談室　TEL 058－272－9110　（電話相談）　毎日24時間  

　・加茂警察署生活安全課　TEL 25－0110　　 

　・女性の人権ホットライン（岐阜地方法務局）　TEL 058－240－5580　 

　　（電話相談）　月～金　9:00～17:00（祝祭日除く） 

【問い合わせ先】　役場経営管理課　TEL 53－2511（内線215） 

身体的暴力 
・なぐる、ける 
・物を投げつける　 
・首を絞める 
・刃物などをふりかざして脅す 
・たばこの火を押しつける 
・熱湯をかける　など 

精神的暴力 
・暴言を浴びせる 
・話しかけても無視をする 
・大切にしている物を壊す、捨てる 
・交友関係などを監視し、規制する 
・子どもに危害を加えると脅す 
・他人の前で侮辱する　など 

性的暴力 
・望まない性的行為 
　を強要する 
・避妊に協力しない 
・見たくないポルノや 
　雑誌を見せる 
　など 

経済的暴力 
・生活費を負担しない 
・外で働き収入を得る 
　ことを妨げる 
・お金を取り上げる 
・借金を重ねる　 
　など 



自　衛　官　募　集 

町の指定する金融機関が替わりました 

はかり定期検査のお知らせ  
コンビニ図書デリバリー（配達）サ

ービス 

　ご自宅からインターネットを使っ

て、県図書館の本を検索し、貸し出

しの申込をすると、指定したコンビ

ニ（ココストア、タイムリー、ロー

ソン）で好きな時間に図書を受け取

る（返却する）ことができます。 

　ご利用できる方は、満16歳以上で、

県図書館の貸出証をお持ちの方です。

ご利用は1回3冊までで、受け取りと

返却がセットで420円必要になります。

貸出証をお持ちでない方は郵送で手

続ができます。詳しくは下記までお

問い合わせ下さい。  

【問合先】 

岐阜県図書館　企画情報課 

TEL 058－275－5111　 

FAX 058－275－5115 

http://cds.library.pref.gifu.jp  

 

子ども環境塾エコ・キッズセミナー 

  親子で楽しみながら「環境」につ

いて学んでもらうための「子ども環

境塾エコ・キッズセミナー」を３回

シリーズで開催します。 

【期日・内容】   

第１回　7月23日（土）夏の昆虫探  

　　　　偵団  

第２回　7月30日（土）ゴミのゆく

　　　　え 

第３回　8月 6日（土）地球温暖化

　　　　と私たちの暮らし  

＊時間はいずれも10：00～12：00 

【場所】グリーンテクノ研修室（可

児市坂戸1024の1、TEL0574－62－

3922） 

【対象】小学生5，6年生とその保護者。

連続3回受講できる方。　 

【定員】20組40名（先着順） 

【参加費】無料 

【申込方法】郵便番号、住所、児童

の学年と氏名、保護者の氏名、電話

番号を記入の上、はがき（〒505-

8508　美濃加茂市古井町下古井）か

ファックス（FAX25－3934）で中濃

地域振興局環境課あてに送付して下

さい。 

【申込締切】7月12日（火） 

【問合先】中濃地域振興局環境課 

TEL 25－3111（内線217・219） 

　計量法の規定により取引・証明に使用する「はかり」の定期検査

が下記のとおり行われますので、該当者は必ず受験してください。 

　この検査を受けないで「はかり」を取引・証明に使用すると計量

法違反行為となりますので注意してください。 

【検査日時】　7月29日（金）　10:30～14:30  

【検査場所】　めぐみの農業協同組合川辺支店 

【持ち物】　　はかり（付属品含む）、岐阜県収入証紙（手数料相当額）

【問い合わせ先】　役場産業環境課　TEL53-2511（内線143） 

　7月1日(金)から町の指定する金融機関が替わりましたのでお知らせ

します。 

　なお、町民の皆さんが町税等の公金を納めることができる金融機関

に変更はなく、今までどおりご利用いただけます。また、これらの金

融機関は全店舗を指定しておりますので、本店・支店を問わずご利用

いただけます。郵便局については東海郵政局管内の郵便局であれば、

どこでもご利用いただけます。 

　・町の指定金融機関 

　　　　　株式会社大垣共立銀行（替わる前　東濃信用金庫） 

　・町の指定代理金融機関 

　　　　　東濃信用金庫（替わる前　株式会社大垣共立銀行） 

　・町の収納代理金融機関（変更なし） 

　　　　　めぐみの農業協同組合・株式会社十六銀行 

　　　　　株式会社岐阜銀行・株式会社UFJ銀行 

　・町の公金を納めることができる郵便局 

　　　　　東海郵政局管内の郵便局（変更なし） 

【問い合わせ先】役場経営管理課　TEL 53－2511（内線216） 

はかり定期検査のお知らせ  

町の指定する金融機関が替わりました 

自　衛　官　募　集 

＊年齢は、平成18年4月1日現在 

【問い合わせ先】　自衛隊美濃加茂分駐所　TEL 25－7495

項　　目 
応募資格 受付期間 一次試験期間 

曹候補士 

一般曹候学生 

航空学生 

防衛大学校 

防衛医科大学校 

看護学生 

2等陸海空士 

高卒18歳～ 
　　27歳未満 

高卒18歳～ 
　　24歳未満 

高卒18歳～ 
　　21歳未満

高卒18歳～ 
　　21歳未満 

高卒18歳～ 
　　21歳未満 

高卒24歳未満 

男性18歳～ 
　　27歳未満 

女性18歳～ 
　　27歳未満 

8月1日～9月 8日 

8月1日～9月 8日 

8月1日～9月 8日 

9月9日～9月30日 

9月9日～9月30日 

9月9日～9月30日 

年中を通して 

8月1日～9月 8日 

9月17日 

9月17日 

9月23日 

11月12・13日 

11月 5・ 6日 

10月16日 

受付時に 

9月25・26日 

応　募　資　格　等 

はかり定期検査のお知らせ  

町の指定する金融機関が替わりました 

自　衛　官　募　集 
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～from the Mayor's Desk～ 
○ 

　ひ かくへい わ　と　し せんげん 
非核平和都市宣言  
 
 

7月の税 

固定資産税　　　２期 

国民健康保険税　４期 

 

 ＊納付は便利な口座振替で 

　 

 

      納期限　8月1日まで 

緑の羽根募金運動 

　4月1日から5月31日まで国土緑化

運動の一環として『緑の羽根募金』

運動が行われました。町内では総額

406,411円の募金が集まり、皆さん

のご協力に感謝いたします。 

　この募金は、学校、公園、街路、

公共施設などの環境緑化事業や苗木

の無償配布、地域の植樹緑化事業な

どに使われます。 

【問合先】役場産業環境課 

TEL 53－2511（内線140）  

 

アレルギー疾患の医療講演会 

　アトピー性皮膚炎などのアレルギ

ー疾患について関心のある方、闘病

中のお子さんをお持ちのご家族の方

を対象に講演会を行います。参加費

は無料で託児も行いますので、ぜひ

ご参加ください。 

【日時】7月24日（日）13：00～16：00  

【場所】みのかも文化の森 

【内容】 

①・講話「アレルギー疾患児童の治 

　療と生活」（みどり病院　院長　

　松井一樹先生） 

　・講話「アトピーの食事療法」 

　（みどり病院　栄養士　大須賀宗

　浩先生） 

②講師を交えての質疑応答 

＊託児については予約制ですので7

月15日（金）までに、難病患者支援

グループ華の木会（TEL 26－8939）ま

でご連絡下さい。  

【問合先】川辺町保健センター   

TEL 53－2511（内線151、152）  

 

農業所得収支計算の説明会のお知ら

せ 

 農業所得の申告に用いられてきた

水稲、転作田の農業所得標準は、平

成18年分の確定申告から廃止されま

す。これまで、農業所得標準を適用

し申告されてきた方は、平成18年分

の確定申告から、収入金額から必要

経費を差し引く「収支計算」で農業

所得を計算していただくことになり

ます。そこで、このたび下記の内容

で説明会を開催しますのでご案内い

たします。 

【日時】 

8月10日（水）13:30～（2時間程度）

【場所】やすらぎの家・2階大研修室

【講師】税務署職員 

【内容】 

農業所得の収支計算の方法など 

【対象】これまで農業所得標準を利

用し申告されてきた方 

【問合先】役場税務課 

TEL 53－2511（内線130） 

　前号で、本年（2005年・平成17年）が太平洋戦争終戦60年にあたるとお話しました。今から10年前、終戦

50年にあたる平成7年9月議会において、上記の決議がなされました。役場駐車場前には、PR看板と千羽鶴のモ

ニュメントが掲げられています。この10年で、町をとりまく状況も、県や国、さらには世界情勢も大きくかわり

ましたが、平和を希求する人類の願いは不変です。若者たちがボートを漕ぐ姿は、まさに平和の象徴。戦争と平和、

あらためて考えてみたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川辺町長　佐　藤　光　宏　 

　ひ　だ　がわ 　みなも　　　かげうつ　　みどり　　き　ぎ　　　こんぺき　　そら 
飛騨川の水面に影映す緑の樹木と紺碧の空。 
　ぬ　　　　　ごと　　　　　　　　　　ごと　　わかもの　　ふね　　 ゆ 
縫うが如くすべるが如く若者の船が行く。 
　かわべ　　　　　　　こ　　　にほんゆうすう　 
川辺のダム湖は日本有数のボートのメッカ。 
　　　　　　つど　　わかもの　 　かくへいき　 
ここに集う若者に核兵器はいらない。 
わたくし　　かわべちょうみん 
私たち川辺町民は、 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　まち 
かけがえのないこの町で、 
　へいわ　　　く 
平和に暮らすことをのぞみます。 

 
そのために 
　へいわけんぽう　 　まも 
平和憲法を守り、 
　ひかくさんげんそく　　 げんしゅ 
非核三原則を厳守し、 
かくへいきぜんめんきんし　　はいぜつ　　もと　　　　こうどう 
核兵器全面禁止と廃絶を求めて行動します。 
ひろしま　　ながさき　　 ひげき　　　く　　　かえ 
広島・長崎の悲劇を繰り返さないために。 
　ひばく　　　　しゅうねん　　き 
被爆五十周年を期し 
　　　　　　　　ひ か く へ い わ と し　　　　せんげん 
ここに「非核平和都市」を宣言する。 

　　　　　　　　 平成7年9月26日　川辺町議会 
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～イワタバコ～  

おいしい給食 

6月1日 
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